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軍 琴 二 二〒 ≡ 二巨曇 ≡三∩ 京 王童】
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図5:シリコン試料での測定結果
料が100pm進む時間より短く,これが破壊断面のステップ形成に対応していると言うことはまだできない状況で
あり､今後の課題である｡
4 まとめと課題
準静的な破壊の実験を制御された実験系で行い､そこから得られる亀裂バターンを直線亀裂､振動亀裂､分岐
亀裂の3つに分渡した｡また､これらを用いて温度差と下降速度に対する亀裂バターンの相図を得た｡相図の中での
直線亀裂と振動亀裂の境界線付近では､いくつかのスケーリングを得ると共に振動亀裂の波長が試料の幅と熱拡散長
の比に依存して変化し､この変化は定性的には理論の予想に沿うことが分かった｡また､単結晶シリコンによりも準
静的な破壊のバターンは試料の結晶状態に依存しないが､その破壊断面は両者で異なることが分かった｡さらに､単
結晶シリコンでの亀裂の進展の様子を捉えるために電気的な測定を行った｡
高い時間分解能で亀裂の進展を捉えるためにアルミニウム蒸着により電気的な測定を行ったが､そこにはいく
つかの問題点がある｡これらの問題点を回避して信頼性のある測定をすることが今後の課麓である｡
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